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心房細動は高齢者の有病率が高く、

脳梗塞の主要な原因の一つです。

そのうち、約半数にものぼる慢性の

非発作性心房細動(nonPAF)に対しては、

異常箇所を焼灼するアブレーション

治療も効果が限定されており、

根治のための治療法がありません。

私達は、カテーテルで計測された

心臓内の電極信号から、

心臓の詳細な興奮状態を表す

膜電位映像を推論するAIを開発しました。

この技術を用いれば、

これまで解析・診断が困難であった

nonPAF中の複雑な電極信号から、

分裂や移動を繰り返す複雑な興奮が

高精細な膜電位映像として可視化されます。

[N.Tomii et al., JSMBE2019]

さらに今後、可視化された複雑な膜電位映像から

異常な興奮を発生維持させている基質を

分析し、効果的な治療標的の特定を目指します。
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